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第1章   

日本の科学政策の現状と課題  

20世紀の科学と21世紀の科学   

有本建男  tarimoto＠mext．go．jp  

文部科学省大臣官房審議官  

プロフィール  

1974年京都大学大学院理学研究科修士課程修了、同年科学技術庁に入庁、科学技術政策局企  
画官、科学技術情報課長、宇宙開発事業団ロスアンジェルス事務所長、海洋科学技術センター企  

画部長、日本原子力研究所広報部長、科学技術庁政策課長、理化学研究所研究推進部長、内閣  
府大臣官房審議官などを経て、2002年より現職。  

1．はじめに／キーワードとしての「座標軸」   

私は研究者ではなく、行政の実務家のため、このレクチャーでは理論的な  

方法論ではなく、科学技術政策について事実関係の歴史的文脈とそれらを踏  

まえた時代認識の話が中心になることをまずお断りしておきたい。今日、こ  

れから話す内容のキーワードの1つは、人間として、また科学者という職業  

人としての「座標軸」というものである。   

すなわち、自分の専門とする領域において、どのような進展があり、現在  

自分はどのポジションにいるのかを常に分析し把握し、自らの空間的・時間  

的立場を認識することだ。また日本、世界、地域、家族との関係において空  

間的に様々に異なる自らの位置についても意識する必要がある。日本は歴史  

的に、日本国有の社会制度や体制、学問、技術の太い流れを持ち、その結果、  

現在に至っている。明治維新前後に欧米から学問や技術、これらの制度や体  

制を導入することによって革新されたもの、されなかったものがある。した  

がって常に自分の空間的・時間的座標軸を考えておかないと、“根なし草”、   














































